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庁空と婦と産業のまち昭和町

ホタルの幼虫
句万2干匹を放瀦

常永川のホタル人工水路など

第 5回源氏ボタル放流式ガ3月24日に行われ、河西区常家川の

ホタル人工水路に、 3.000匹の幼虫が放流されました。

この人工水路は、本町の特色ある町づくりを目指す事業の一環

として初めて造られだものです。ま芝、舎回の放流には、河西区

西一組ホタル愛護会のみなさんの大きな活躍がありましだ。

このほか、町とホタル愛護会では河東中島の山伏川・紙漉阿原

の今川支流にも却虫を放流し、本年は鈎虫放流数も12.000匹とな

りました。これらの紛虫ガ順調に育つと、6月10日ごろには、ホタ

ルガ夜空に飛び受う風景ガ見られるでしよう。

(町の人口〕

男 6，563人(+7) 

女 6，249人(+12) 

計 12，812人(+19) 回
世帯数4，288戸(+3) 

1992 4月 1日現在。()内は前月比
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町
の
平
成
四
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
、
が
、
三
月
の
定
例
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
上
手
に
や
り
く
り
し
て
育
効
に
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
町
づ
く

り
の
プ
ラ
ン
で
す
。

今
年
度
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
に
よ
る
社
会
経
済
状
況
の
低
迷
に
よ
り
、
本
町
の
財
政
運
営
も

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
に
対
応
し
た
各
種
の
施
策
と
事
業
を
効
果
的
に
行
っ
て

い
く
だ
め
、
前
か
ら
の
資
金
運
用
計
画
の
積
立
金
充
当
な
ど
に
よ
る
基
金
の
繰
り
入
れ
を
行
う
な
ど
、
二

十
一
世
紀
を
展
望
し
た
積
極
型
予
算
、
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
新
し
い
予
算
の
内
容
は
、

い
つ
だ
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

一
十
世
紀
を
展
望
し
た

積
極
型
予
決
ま
る

-会計別予算額

( )内は前年対比

平成4年度

53億1.500万円

(31.5%増)[三 -圃・・・・

61.意412万5干円

(7.1%i曽)

A
S
A
 

|国民健康保険特別会計|

41:意8.698万8干円

(13.2%増)|老人保健特別会計|

5億9.590万8干円

(14.0%i曽)|下水道事業特別会計|

910万円

(0.8%減)
1渇水対策事業特別会計|

70億1.112万?千円

(25.9%増)

、I
J

計

町
の
今
年
度
の
予
算
は
、
総
額
で
、

七
十
億

一
千
百
十
二
万

一
千
円
で
す
。

前
年
度
の
予
算
、
五
十
五
億
六
千
八
百

七
十
六
万
二
千
円
と
比
較
し
ま
す
と
、

二
五
・
九
%
の
増
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
は
、
五
十
三
億

一

千
五
百
万
円
で
、
前
年
度
比
=
二

・
五

%
の
増
と
な
り
ま
す
。
当
初
予
算
が
五

十
億
円
を
越
え
た
の
は
、
昭
和
町
に
お

い
て
は
今
年
度
が
始
め
て
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
四
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
は
、
十
六
億
九
千

六
百
十
二
万

一
千
円
で
、
前
年
度
比
約

十

一
%
の
伸
ぴ
率
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
全
体
の
五
六
・

五

%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

不
況
の
陰
り
の
見
え
る
経
済
情
勢
な
ど

を
考
え
、
昨
年
度
の
実
績
よ
り
や
や
低

く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

繰
入
金
が
、
十

一
億
五
千
八
百
七
十
二

昭和63年度27億8.896万円

平成元年度36億3.109万ア千円

平成 2年度33億1，91 4万2千円

平成 3年度40億4.280万4千円

平成 4年度53億1.500万円

万
三
千
円
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
温
水
プ

l
ル
建
設
・
押
原
中
校

舎
増
築
・
押
原
小
五
号
館
老
朽
化
に
伴

う
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
建
設
な
ど
の
主
要
事

業
や
そ
の
他

一
般
事
業
に
、
基
金
を
取

り
崩
し
繰
り
入
れ
る
た
め
で
す
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
九
年
連

続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
教
育
費

が
全
体
の
三
四
・
八
%
と
ト

ッ
プ
に
な

り
ま
し
た
。
次
い
で
昨
年
度
ト

ッ
プ
の

土
木
費
が
一
二

・
二
%
と
教
育
費
に
続

い
て
い
ま
す
。
以
下
、
総
務
費
、
民
生

費
な
ど
と
続
き
ま
す
。
詳
し
い
使
い
道

に
つ
い
て
は
、

4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

叉」い
。

広報しようわ ② 平え4.5.1



国保特 別会計

総額 6億412万5干円
(対前年比 7.1%の伸び)

平成 4年度の予算総額は 6億412;J5千

円で、前年度当初予算と比較し、金額で

3，982万7千円、伸率で7.1%となります。

今年度は、老人保健への医療費拠出金

は負担が減少したものの、歳出の大部分

を占める医療費の支出見込額の大幅な増

に対し、 一部財政調整基金の取りくずし

と、 一般会計からの繰入金により予算編

成をいたしました。

和正要については、次のとおりとなって

おります。

国民健康保険特別会計
(単位千円)

科 目 金 客頁

歳
国民健康保険税 280.116 
国庫支出金 186.683 
会e. 付 金 67.771 

入 繰 入 金 63.220 
そ の 他 6.335 

総 客頁 604.125 

科 目 金 客頁

歳
都宮 務 費 17.588 
保険給付 費 453.912 
老人保健拠出金 111.823 

出 保健施設費 3.588 
そ の 他 17.214 

車芯 客頁 604.125 

老人保健特別会言

総額 4億8，698万8干円
(対前年比 13.2%の伸び)

平成 4年度の予算総額は、 4億8，698万

8千円で、前年度当初予算と比較し、金

額で5，696万4千円、伸率で13.2%と大幅

な増となります。

これは、平成 3年度における医療費支

出見込額の伸びが著しく、費用負担増か

見込まれるところから、過去の実績等を

考慮、し予算編成をいたしました。

なお、概要については次のとおりとな

っております。

老人保健特別会計

手斗 目

歳| 支払基金受付金
国庫支出金

県支出金
入|繰入金 等

総 書頁

手斗 目

歳|総務費
|医療諸費

公債費

出!その 他
総 客買

③広報しようわ平点4.5.1

(単位千円)

金額

338.404 
97.931 
24.483 
26.170 

486.988 

金額

ι288 
485.298 

300 
102 

486.988 

地方譲与税(2.1%)
1億1，000万円

県支出金(2.1%)
1億1，328万3千円

国庫支出金(6%)
3億1，787万5千円

繰入金

11億5，872万3千円
(21.8%) 

消防費(2.9%)
1億5，378万2千円

公債費(4.7%)
2億4，853万円

衛生費

3億3，245万4千円

(6.3% ) 

、------、---------民生費
4億4，716万4千円

(8.4%) 

総務費

7億8，173万7千円
(14.7%) 

地方交付税

九年連続ゼロ
砂一般会計予算の内容

議会費(1.4%)
7，367万6千円

土木費

その他(0.4%) 

教育費
18億4.901万1千円

(34.8%) 

11億2，880万5千円
(21.2%) 

~健康はかけがえのない財産です。

日頃から健康づくりにl山がけましょう。
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教育・文化の町づくり身近な環境整備

O二ヵ年計画の温水プール建設及び・トレー

ニング器具の購入などに 約6億865万円

O押原小五号館校舎解体工事及び仮校舎プレ

ハブ設置工事などに 約1億741万円

O押原中の校舎増改築・必要備品の購入費に

約6億円

O第三小学校グランド散水施設の設置に

約1，545万円

O給食センタ ー内の食器自動洗浄機などの買

い替えに 約3，951万円

新
予
算
の
お
も
な
事
業

O道路の補修など道路維持費に約3，790万円

約7億3，022万円

O鎌田川堤敷補強工事など河川の整備に

約3，530万円

約1億3，351万円

O環境にマソチした生け垣づくり推進事業の

補助金として 約 200万円

用排水路の整備の

約1億8，910万円

O 水田農業確立対策事業の助成金

約1，233万円

O町立図書館の本など図書資料の購入に

約2，035万円

O青少年交流海外派遣事業への補助金と して

約212万円お

O組合設立予定の西条第一 ・河西第二区画整

理事業の補助として 約1，721万円

O紙漉阿原区画整理地内の公園整備事業とし

て(一部県補助) 約2，252万円

O私立幼稚園就園への奨励費として

約250万円

O明日 をになう青少年のための対策費として

約562万円f! 
福祉の町づくり

O社会福祉協議会・敬老会・心身障害者給付

金などの補助金として 約3，249万円

活力ある町づくり約l億7，833万円

O西条・押原・常永の三つの児童館の運営費

として 約 1，862万円

O町勤労者、住宅取得のための融資預託金

約 2，500万円
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O今年から町の直営になった 「リ ゾー ト昭和」

の運営費に 約2，097万円

麻しん予防、結核

約4，684万円

O母子保健、 三歳児健診、

予防などの保健事業に

使

O道路の新設・改良などに

O下水道事業への繰出し金

O農業振興地域内の農道、

費用に

O保育所への措置費などに

の母子家庭、乳児な

約2，128万円

O老人、重度心身障害者、

どの医療費の扶助に

約321万円

O交通指導員・街灯の設置・外側線標示など、

交通安全対策費として 約2，001万円

O各地区の運営費補助として
約2，617万円

約3，322万円

O老人保健への繰出し金

O国民健康保険への繰出し金
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約309万円

O戸籍事務電算化に伴うデータ一入力業務委

託などに 約770万円

Oふるさとふれあい祭りを主催する 「ふるさ

とづくり推進委員会」へ 約 2，000万円

約175万円

O新規事業と してモテソレ的に行う東川のごみ

取りスクリーン設置に 約350万円

O参議院議員選挙費としていきれいな町づくり

O地下水や河川の水質検査に

‘

.F込
聖

Th
?塾、
‘.，，
最小、

‘.ヲ
詮寄
色圃ヲ
豆長、
‘.，

Oシルバー人材センター運営費の負担金とし

て 約230万円

遅ZO各家庭から出るごみや粗大ごみなどの収集

処理業務の委託に 約2，171万円
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O中巨摩広域し尿処理施設建設負担金として

約1億1，449万円
約674万円

O甲府広域行政事務組合の常備消防の負担金

として 約1億2，775万円

平点4.5.1

約543万円

O商工会育成事業の補助などに

O 海の家休憩、宿泊料の助成に

広報しようわ

Oごみ処理・し尿処理など中巨摩広域事務組

合への負担金として 約5，280万円

約142万円O空き缶回収機の設置に



夏のバカンスに
ご利用ください

さがら海の家
P片浜海水浴場

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
手
助
け
と
し
て
、

今
年
も
ヶ
海
の
家
。
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
海
の
家
は
、
静
岡
県
榛
原
郡
相

良
町
の
観
光
協
会
と
昭
和
町
が
利
用
契

約
を
結
ん
で
い
る
も
の
で
、
さ
が
ら
サ

ン
ビ

l
チ
と
片
浜
海
水
浴
場
の
海
の
家

を
、
町
の
全
額
助
成
で
利
用
で
き
、
ま

た
、
宿
泊
の
場
合
に
も
、
町
が

一
人
に

つ
き
三
千
五
百
円
助
成
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
海
の
家
の
休
憩
に
千
四
百

八
十
七
名
、
宿
泊
に
千
二
百
二
十
四
名

の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
良
海
岸
は
、
白
い
砂
浜
が
広
が
り

遠
浅
の
た
め
危
険
が
少
な
い
場
所
で
、

ま
た
、
海
の
幸
も
豊
富
で
と
て
も
お
い

宿泊所名
収客 電話番号 1;白2日基本料金

人数 (0548) 大人 小人

民 大 沢 45 58-1287 7.000 6.000 
民 とらぞう 50 58-0617 6.000 5.000 
民 さじゑもん 60 52-1534 6.500 6.000 
民 宮 城 野 35 52-1038 7.000 5.000 
民 13¥ じ だ 15 52-0775 6.000 5.000 
民 美 子~ 良 35 52-0190 6.000 5.500 
民 さ ガ ら 45 52-4481 6.000 5.000 
民 田8重BZ=3 曹 士 見 20 52-1440 5.500 4.800 
民 さ さ や 40 52-0661 6.000 5.000 
民 田 /とヌ口コ 190 52-4040 6.500 6.500 
民 す ず J兵 60 52-0614 6.000 5.000 
民 なかじ ま 40 52-1593 6.000 5.000 
民 ま つ み 30 52-0225 6.000 5.000 
民 もりまさ 80 52-1526 6.000 5.000 
民 大 磯 30 52-2323 6.500 5.500 
民 求 楽 45 52-0290 6.000 5.000 
民 す ゑ 弘 30 52-0466 6.000 5.000 
民旅 松富士別館 40 52-4444 7.000 5.000 
民旅 五 季 70 52-3910 7.000 5.000 

べ むぎわらぼうし 23 52-0151 7.500 5.500 

べ 海岸通り 50 52-1363 9.500 7.500 
ñ~ 大 徳 屋 40 52-0055 9.500 6.500 
ñ~ て る 屋 40 52-0202 8.500 6.500 
ñ~ 相良センター 40 52-0546 5.500 5.500 

昭和町指定宿一覧表〉く平成4年度

Pさがらサンビーチ

※ 民は民宿、べはペンション、旅は旅館です。

O料金は一部屋に4名以上の場合の金額です。

2名以下ですと割増料金がかかる場合ガあります。

O 冷暖房費は宿によって別料金の場合ガあります。

し
く
、
夏
に
は
た
く
さ
ん
の
海
水
浴
客

で
に
ぎ
わ
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
、
家
族
旅
行
な
ど
夏
の
バ
カ

ン
ス
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
利
用
で
き
る
人

昭
和
町
に
住
民
登

録
及
ぴ
外
国
人
登
録
の
あ
る
人

-
利
用
料
金

・
休
憩

ヶ
海
の
家
々
一
人
五
百
円
を

町
で
全
額
助
成
(
一
人
二
日
分
ま
で
)

4

宿
泊

一
泊
二
食
付
き
、
大
人

一
人

五
千
五
百
円
か
ら
九
千
五
百
円
の
と

こ
ろ
を
町
で
三
千
五
百
円
助
成

(
一
人
二
泊
分
ま
で
)

-
利
用
手
続
き

・
休
憩

役
場
経
済
課
へ

印
鑑
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
利
用
券
を
お

山梨県知事
表彰を受賞

山梨県身体障害者
相談員

中沢武重さん
(紙漉阿原)

中
沢
さ
ん
は
、
昭
和
五
イ
四
年
に
県

の
身
体
障
害
者
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
、

-
こ
れ
ま
で
十
二
年
間
、
障
害
者
の
よ
き

F

相
談
相
手
と
し
て
親
身
の
相
談
に
あ
た

F

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
永
年
の
活
躍
が

伊
認
め
ら
れ
、
昨
年
聞
か
れ
た
心
身
障
害

，
者
福
祉
推
進
大
会
の
席
上
、
山
梨
県
知

，
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

渡
し
い
た
し
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

-
宿
泊

最
初
に
、
相
良
町
観
光
協
会

(
2
0
5
4
8
1
臼

l
3
1
3
0
)
へ

予
約
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予

約
が
取
れ
ま
す
と
観
光
協
会
か
ら
予

約
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ

の
予
約
通
知
言
と
印
私
を
持
っ
て
役

場
経
済
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

口
利
用
受
付
期
借

六
月

一
日
か
ら

・
利
用
券
有
効
期
間

七
月

一
日
1
八
月
三
十

一
日
ま
で

詳
し
く
は

役
場
経
済
課

(
合
問

|
2
1
1
1
)
ま
で

お
・
気
・
軽
・
に
・

ご
相
談
く
だ
さ
い

「手
帳
を
も
ら
い
た
い
が
ど
う
し
疋
ら
よ
い

5

か
L

「
特
殊
ベ
ッ
ド
ガ
欲
し
い
が
L

な
ど
の

J

相
談
や
、
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
巳
ご
相
談
'
勺

く
だ
さ
い
。
相
談
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

、，
必
帽

F

つ
L
A告し

ロ
回
仇

み
を
イー広⑤

 

-
身
体
障
害
者
相
談
員

(
叡
称
略
)

中
沢
武
重

(
宮
苅

1
2
4
7
5
)
紙
漉
阿
原

樫

田

勲

(
E
nー

7
4
1
2
2
)
清
水
新
居

-
精
神
薄
弱
者
相
談
員
(
敏
祢
略
)

望
月

敏

(
宮
汚

1
2
2
7
0
)
西
条
二
区



う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た

水

と

緑

公

園

常

家

公

の園

2オ

ブ
シ

常
永
地
区
の
第
三
小
学
校
建
設
予
定

地
北
側
に
建
設
し
て
い
ま
し
た
世
間
永
公

園
が
、
こ
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た。
こ
の
公
園
は
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の

中
で
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
、

「水
と
緑
の
公
園
」
と
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

公
園
内
に
は
、
夜
間
照
明
を
備
え
た

全
天
候
型
テ

ニ
ス
コ

ー
ト
二
面
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

一
面
の
ほ
か
、
木
製
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る

遊
ぴ
場
、
芝
生
の
上
で
く
つ
ろ
げ
る
ふ

れ
あ
い
広
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

湧
水
池
で
は
、
清
水
か
ら
落
ち
る
水
を

眺
め
る
と
き
、

心
が
洗
わ
れ
安
ら
ぎ
を

甲府方面ー〉日目玉日ノ〈イ/'ス

飯

← 田 宮

与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
八
ム

圏
内
の
西
側
に
は
常
永
児
童
館
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
い
た
る
所
に
木
々
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
春
夏
秋
冬
と
四

季
そ
れ
ぞ
れ
表
情
を
変
え
て
い
く
こ
の

公
園
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
心
や
す

ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

血清
いJ
訴
侮
w

よ 河東

d
v
f
 

rH
 

部
品

J

r
A
F
 

河 西

持!:!'I
吊

水

園

公

河
西
八
番
地

一

八
千
三
百
六
十

-

所

在

地

.
敷
地
面
積

・
主
な
施
設

・
全
天
候
型
テ

ニ
ス
コ

ー
ト
場
二
面

(
夜
間
照
明
施
設
完
備
)

・
ゲ

l
ト
ボ
ー

ル
場

一
面

(
夜
間
照
明
施
設
完
備
)

・
木
製
遊
具
(
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
)

・
湧
水
池
・
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

J
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
方
法

O
利
用
時
間

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

O
利
用
で
き
な
い
日
年
末
年
始
他

o
料

金

(
一
面
の
場
合
)

一
日

四

百

円

半

日

二

百

円

朝

夕

百

円

夜
間
照
明

一
時
間
三
百
円

O
申

込

み

先

町

教

育
委
員
会

(
宮
万

|
2
1
1
1
)
ま
で

~自宅里

広報しようわ ⑥ 平点4.5.1

m
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留守家庭児童学級のご案内

常永児童館のオープンに伴い、留守家庭

児童学級ガ開設されまし定。定だいま入級

者を募集しています。

留守家庭児童学級とは、放課後家に帰っ

ても保護者の就労や疾病のだめ適切な保護

を受けられない児童を対象に、家庭的な雰

囲気の中で正しい生活指導を行うことを目

的として開設される学級です。

公
園
内
の
西
側
に
は
、
本
町
に
お
い

て
押
原
、
西
条
児
童
館
に
続
く
三
番
目

の
児
童
館
と
な
る
、
常
永
児
童
館
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

児
童
館
と
は
、
時
代
を
担
う
児
童
に

健
全
な
遊
ぴ
場
を
与
え
、
児
童
の
情
操

を
豊
か
に
す
る
な
ど
健
全
育
成
を
は
か

り
、
ま
た
地
域
組
織
活
動
の
育
成
助
長

巡聾唖謹翻掴If "

aニの施設は厚生年金、国民年金、積立

金還元融資を受け建設した施設です。

入級対象者(児童)

(オ)小学枝オ年生から3年生まで

(2)両親就労家庭、田子、父子家庭

(3)昼間保護者のい怠い家庭

定員 60名

開設日 月曜日~金曜日

時間 午後T時~午後5時

休館日 毎週の土曜日と日曜日

祝日・年末年始など

費用 無料

申込み 役場健康福祉課

(n75・2111)までお申込みください。

の
場
と
な
る
た
め
の
施
設
で
す
。

館
内
に
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
各

種
遊
具
を
取
り
そ
ろ
え
た
遊
戯
室
や
、

絵
本
・
童
話
・
小
説
な
ど
が
備
え
て
あ

る
図
書
室
。
ま
た
、
館
内
行
事
を
は
じ

め
集
会
、
催
し
物
な
ど
に
利
用
で
き
る

集
会
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
常
永
児
童
館
と
公
園
が
、

子

ど

吊

永

児

童

館

所

在

地

電
話
番
号

建
築
面
積

構

造

河
西
八
番
地

宮
七
五

l
O
三
五
八

二
八

o
d

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

屋
建
て
・
遊
戯
室
・
図
書

室
・
集
会
室

・
事
務
室

開
館
時
間

・
月

1
金

曜

日

午

後

一
時

1
五
時

(土
・
日
・
祝
日
は
休
館
に
な
り
ま
す
)

一
・

夏

休

み

午

前

八

時

三

O
分
1

一

午
後
五
時
ま
で

一

利
用
方
法
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

一

児
童
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
拠
点
と
な
る

と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
第
三
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
も
オ

ー
プ
ン
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ

ー
ツ
広
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

利
用
申
込
み
は
、
町
教
育
委
員
会

(
宮
七
五
1

一一

一

一
)
ま
で
。

A館内はとても明るい雰囲気です。

企駐輪場は60台収容可能です。

西条地区児童公園

西条310番地 2

[ J R身延線国母駅西隣り]

屋根付き駐輪場

(60台収容可能)

木製遊具(アスレチ ック)

駐輪場は自由に使えます。

ただし、長期間放置されたまま

の自転車は撤去する場合があり

ますのでご注意くださし」

所在地

主な施設

利用方法

ご
存
じ
で
す
か
っ
・
児
童
扶
養
手
当
制
度

企第三小学校グランドも整地されました。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
別

に
し
て
い
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
(
障

害
の
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満
)
を
監

護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
護
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
所
得
が

一
定
以
上
あ
る
場
合
は

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
手
当
額

児
童

一
人
の
場
合
月
額
三
万
七
千
円
、

二
人
の
場
合
四
万
二
千
円
、

三
人
以
上

は

一
人
に
つ
き
二
千
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

-
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

.
父
が
死
亡
し
た
児
童

-
父
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
児
童

.
父
の
生
死
が
不
明
な
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き

一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

・
父
か
引
き
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
、

父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
児
童

・
す
て
子
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
児
童
が
公
的
な
年
金
を
受

給
で
き
る
と
き
、
児
童
収
容
施
設
ま

た
は
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と

き
、
母
の
配
偶
者
(
内
縁
関
係
を
含

む
)
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

手
当
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

-
詳
し
く
は

役
場
健
康
福
祉
課

(
宮
内

1
2
1
1
1
)
ま
で

千点4.5.1⑦広報しようわ



【
昭
和
町
】

町
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の

辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

〈
新
採
用
〉

事
務
吏
員
・
環
境
衛
生
課

内
藤

事
務
吏
員
・
総
務
課

清
水

事
務
吏
員
・
町
民
窓
口
課

小
宮
山
和
俊

事
務
吏
昌
(
・
健
康
福
祉
課

野
中

事
務
吏
昌
(
・
健
康
福
祉
課

中
島

E塑匡墨書

今
年
で
第
三
回
の
昭
和
町
青
少
年
交

流
海
外
派
遣
事
業
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
八
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

八
月
二
十
一
日
か
ら
八
日
間
に
わ
た

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、
現
地
に
お
い
て
中

学
校
・
高
等
学
校
の
授
業
、
特
別
活
動
、

社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
、
相

互
の
友
好
と
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
に
つ

文
彦

由
美

真
紀

職

員

採

用

4多

事
務
吏
員
・
町
民
窓
口
課

深

沢

幸

子

嘱
託
・
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
(
調
理
師
)

神

谷

雄

一

嘱
託
・

リ
ゾ
ー
ト
昭
和
(
管
理
人
)

神

谷

道

恵

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
婦

浜

&

代

子

臨
時
・
押
原
中
学
校
講
師
(
期
間
採
用
)

五

味

香

織

〈退
職
〉

町
民
窓
口
課

婦
人
交
通
指
導
員

堀深
沢

真
美

政
子

図
書
館
祭
ら
会
開
催

パハハ
U
利
用
が
多
い
地
区
を
表
彰

内
川

U

第
二
回
の
図
書
館
ま
つ
り
が
、

二
月

-
二
十
三
日
(
日
)
町
立
図
書
館
で
行
わ

れ
ま
し
た。

午
前
中
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
お
話
」
や

「紙
人
形
劇
」
、
「お
り
が

み
あ
そ
び
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後
か

ら
は
、

地
区
別
の
図
書
館
利
用
状
況
の

発
表
が
あ
り
、
区
民
一
人
あ
た
り
の
利

用
数
が
多
か
っ
た
押
越
・
上
河
東
・

上
河
東
二
区
が
優
秀
地
区
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

月日 E丹 修 i也

8月
昼パスで成田空港ヘ

21日(劃
夜飛行機でオースト

ラリアへ

シド二一到着

2 22日(土)市内観光

(オペラハウス他)

学校訪問

3 23日(日)
(ウエスト・ゴードン)

州会議事堂 ・元造弊局

見学

ブリーズべ-ンへ

4 24日(月)
ローン/'¥イン ・コ戸ラ

保護区を観光しながら

ゴールド・ コーストヘ

5 25日(火) シーワールド、市内叡策

6 26日(水) 飛行機でオ一フランドヘ

7 27日(木)
学校訪問(ハイスクール)

午後市内観光

8 28日(劃
成田へ
夜昭和町到着

」ーーーーーー一

い
て
も
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
よ
う
に

し
て
い
く
予
定
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
次
の
と
お
り

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
応
募
資
格

町
内
在
住
の
中
学
・
高

校
・
大
学
生

八
名

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

-
{
疋
ロ
貝

・
訪
問
地

-
期
間

・
費
用

八
月
二
十

一
日
1
二
十
八
日

約
五
十
三
万
円
(
費
用
の
半

額
を
町
が
補
助
)

-
応
募
締
切
日

五
月
二
十
日
(
水
)

・
応
募
先
・
お
問
合
せ

町
教
育
委
員
会
(
中
央
公
民
館
)
窓

口
に
あ
り
ま
す
申
し
込
み
用
紙
に
、

履
歴
書
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

え
」
い。

昨
年

一
年
間
で
、
町
立
図
書
館
で
は

十

一
万
三
千
四
十
六
点
の
本
・
紙
芝
居
・

C
D
な
ど
の
貸
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
状
況
は
町
内
が
六
割
、
町
外
が
四

割
と
な
っ
て
お
り
、
町
外
で
は
玉
穂
町
・

甲
府
市
・
竜
王
町
・
田
富
町
の
方
々
が

主
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
渡
辺
館
長
は

「開
館
当
初
に
く
ら
べ
町
外
の
方
の
利

用
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

町
内
の
方
の
利
用
が
減
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、

他
市
町
村
の
方
々
が
図
書
館

の
内
容
を
知

っ
て
利
用
が
増
え
て
い
る

た
め
で
す
。
企
業
の
労
働
時
間
の
短
縮
、

学
校
週
休
二
日
制
な
ど
を
考
え
る
と
、

大
人
も
子
ど
も
も
余
暇
の
増
大
に
つ
な

が
り
、

「心

の
ゆ
と
り
」
を
求
め
て
図

d

司
表
彰
を
受
け
る
押
越
区
の
清
水
区
長

⑧ 平点4.5.1広報しようわ

書
館
に
足
を
運
ぶ
方
が
多
く
な
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な

施
設
を
充
分
活
用
し
、
文
化
の
香
り
の

高
い
町
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
、
地

域
住
民
の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
U

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地区別図書資料貸出集計表

区 名 1人当り貸出平均 1年間の貸出合計

J甲 越 8.62 9，804 

上 河東 プ.97 4，847 

上河東二区 7.32 8，189 

西条新田 6.05 4，928 

河 東 中 島 5.88 5，184 

紙漉阿原 5.1 9 4，576 

飯 暖 5.1 5 2，463 

西条二区 5.03 1 2，01 2 

築 地新居 4.60 4，アOア

西 条一区 3.98 4，443 

河 西 2.9ア 3，435 

清 水新居 2.8ア 3，39ア

平均 5.32 5，665 

CH3.2'"'-'H4.1) 



シ
リ
ー
ズ

下

~ 

選
② 

来
年
四
月
の
下
水
道
使
用
開
始
に
向
け
て
、
シ
リ
ー
ズ
ニ
回
目
の
今
回
は
、

「
下
水
道
の
役
割
り
」
と
「
下
水
道
が
完
成
す
る
と
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

O O O O O O 下水道の役割。
水洗便所の使用ができます

汲み取り便所ガ水洗

便所になり、悪臭やハ

工の発生源がなくなり、

衛生的で快適な生活が

できるようになります。

海や川・湖などがきれいになります

活れた水が海や川、湖や沼などに直

接流れ込むことがなくなり、公共用水

域の水質がきれいになります。

〉
ドブや水たまりが消え

て、蚊やハ工、悪臭など

がなくなり、伝染病の予

防や環境衛生の向上に役

立ち、 iiIがきれいになり

ます。

街がきれいになります

一・叫

3
年
以
内
に

水
洗
便
所
に

改
造
し
ま
し
ょ
う

...下水道できれいな川をとりもどしましょう

公
共
下
水
道
の
公
示
後
、
処
理
区
域

内
の
建
物
の
所
有
者
は
三
年
以
内
に
、

汲
み
取
り
便
所
を
公
共
下
水
道
に
直
結

L
た
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と
が
、

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
処
理
区
域
内
に
建
物
を
新
・
増
築

す
る
場
合
に
は
、
水
洗
便
所
で
な
い
と

建
築
の
許
可
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

供
用
開
始
と

排
水
(
処
理
)
区
域
、
か

公
示
さ
れ
ま
す

公
共
下
水
道
の
工
事
が
終
わ
る
と
、

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日

(
供
用
開
始
日
)
と
排
水
(
処
理
)
区

域
が
公
示
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
下

水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
水
洗
便
所
の
使
用
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
を

つ
け
ま
し
ょ
う

下
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た
め
に

は
、
家
庭
や
工
場
・
事
業
所
ご
と
に
排

水
設
備
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
排
水
設
備
は
、
処
理
区
域
の
土
地

所
有
者
や
使
用
者
・
占
有
者
が
つ
く
る

施
設
下
水
道
で
、
告
示
後
す
み
や
か
に

設
置
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

{
下
水
】
と
は
、
家
庭
の
台
所
や
便
所

か
ら
で
る
汚
水
や
、
風
呂
の
排
水
な
ど

を
総
称
し
て
い
い
ま
す
。

排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、

次

回

シ

リ

ー

ズ

で

く

わ

し

く

説

明

い

た

し

ま

す
D

10 条

公共下水道の排水区域内の土地の所有者、使

用者、占有者は、公共下水道に流入させるた

めに必要な排水設備を設置しなければならなl'0 

第 11条の 3

処理区域内で汲み取り便所のある建物の所有

者は、処理開始の日から 3年以内に水洗便所

に改造しなければならない。

現在、水洗トイレの方は、できるだけ早く公

共下水道につなぎこみしなければ怠りません。

〔下水道法の要旨〕

第

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

作
昂

{
一
般
図
書
}

O
世
紀
末
へ
の
発
進

落
合
信
彦

O
大
熱
血
闘
病
記

永

倉

万

治

角

川

書

庄

O
は
る
か
な
る
ま
ん
ど
り
山

小

林

利

久

エ

シ

i
ル
社

0
上
機
嫌
の
本

佐
藤
愛
子

P
H
P
研
究
所

O
晩
秋ロ

パ

l
ト
・

B
・パ

l
カ

l

早
川
書
一
房

集
英
社

【
児
童
図
書
】

0
ペ
ン
フ
レ
ン
ド

植
松
二
郎

童

話

屋

0
ぼ
く
ん
ち
の
ゅ
う
れ
い

浜

た

か

や

借

成

社

O
ひ
な
げ
し
の
里

岡

崎

ひ

で

た

か

汐

文

社

O
ぽ
く
の
く
じ
ら
ピ
ア
ノ

よ
ね
や
ま
え
い
い
ち

P
H
P
研
究
所

O
す
て
き
な
子
ど
も
た
ち

ア
リ
ス
・
マ
ク
レ
ラ
ン

は
る
ぷ
出
版

平成4.5.1⑨広報しようわ



riまつびいたいむ 1 

ゴルフ必通して
親睦を深める

く上河東区・中組〉

ふ
フ
月
は
、
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
、
地
区
の
自
治
会
で
あ
る
組

の
み
な
さ
ん
の
親
睦
を
は
か
つ
て
い
る
、

上
河
東
区
・
中
組
を
紹
介
し
ま
す
。

ゐん

現
在
、
上
河
東
区
中
組
に
は
十
九
戸

の
家
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
十

六
戸
の
家
の
み
な
さ
ん
が
、
中
組
で
主

催
す
る

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
(
大
会
)
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

中
組
は
、
上
河
東
区
の
中
で
も
比
較

的
新
し
く
昭
和
町
に
移
り
住
ん
で
き
た

方
が
多
い
組
で
す
。
三
年
前
に
、
当
時

町
の
ゴ
ル

フ
部
長
で
あ
っ
た
武
井
章
さ

ん
を
中
心
に
、
み
ん
な
で

一
緒
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
組
の
み
な
さ

ん
の
よ
り

一
層
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と

ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
、
経
験
者
が
三
人
だ
け
で
ほ

と
ん
ど
の
人
が
初
心
者
で
し
た
が
、
い

ろ
ん
な
機
会
に
ル

l
ル
や
マ
ナ
ー
を
勉

強
し
た
り
、
シ
ョ
ー
ト
コ
!
ス

へ
何
回

も
行
き
、
少
し
づ
つ
み
ん
な
で
プ
レ

ー

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
年
に
お
よ
そ
四
回

コ
ン
ペ
を
行
い
、

今
年
の
四
月
で
十
二
回
の
開
催
を
数
え

ま
し
た
。
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

の
こ
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
で
は
、
ハ
ン
デ

差
が
経
験
者
と
初
心
者
で
は

ωも
あ
る

な
ど
、
参
加
す
る
誰
も
が
優
勝
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
始
め
て
か
ら

は
、
以
前
に
も
増
し
て
、

地
区
の
運
動

会
や
河
川
清
掃
な
ど
の
地
区
の
行
事
に
、

組
の
み
な
さ
ん
が

一
致
団
結
し
て
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で

す
。組

長
の
佐
野
綾
夫
さ
ん
は

「
こ
れ
か

ら
も
こ
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
長
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、

子
ど
も
を
含
め
た
家
族
ぐ
る
み
で
の
親

睦
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を
考
え

て
い
き
た
い
U

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

企以前にも増してまとまりがでてきた中組のみなさん

一寸お手信的マ長 づくり料理
\\一~

ほだて(缶詰)小 1/2缶

豚ひき肉 200クラム

しよう油)各少々

-作り方

①チンゲンサイはT枚づつはがして熱湯を通します。

しんなりしだら冷水にとり、ざるに上げて水気をきります。

②ほたてと玉ねぎは、みじん切りにします。

③ひき肉に②と塩、こしよう、しよう油、各少々を加えてよく

練り、 16等分して丸めます。

④③を芯にして、チンゲンサイでくるくると巻き、形を整え

て蒸気の上がった蒸し器で8分ほど蒸します。あつあつを

酢じよう油でいただいてください。

-材料 (4人分)

チンゲンサイ 2株

玉ねぎ 1/4個
調昧料(塩、こしよう、

チ

シヨ
ユソ
内ン
マサ
イイ
風ω

栄養改善推進員

合 福みち子さん (清水新居)

| ちょっと一言 | 
簡単に作れて、彩りがきれいです。

歯ざわりがあり、肉と野菜がとけ

あって、あついうちに酢じ よう油

でおいしくいただけます。

--
こ
う
ほ
う
俳
句
-

春
愁
や
控
え
め
に
つ
ぐ
契
り
酒

水
槽
の
気
泡
は
じ
け
て
落
椿

笹
鳴
き
や
投
票
箱
の
角
張
っ
て

幼
な
子
を
相
手
に
四
温
の
く
る
み
割
る

持
満
開
詐
に
も
馴
付
き
寺
の
犬

付
に
か
く
も
追
わ
れ
つ
づ
け
や
菜
種
梅
雨

雨
脚
の
荒
き
を
・
7
0

・7
て
春
矩
娃

初
蝶
に
小
銭
，
鳴
ら
し
て
子
は
馳
け
る

寺
四
温
子
技
け
護
付
を
老
い
が
買
う

吟
行
を
怠
け
床
に
て
Mm
鵜

諏
訪
日
神
の
屋
根
替
を
え
て
旅
の
ひ
ま

図
書
舘
を
終
る
音
楽
烏
雲
に

帰
っ
待
つ
春
の
夜
寒
を
鍵
か
け
て

名
も
知
ら
ぬ
烏
や
雀
も
花
の
下

春
灯
看
と
っ
て
浪
も
ろ
く
な
り

春
灯
を
近
づ
け
て
繰
る
体
万
智

水
溜
遊
び
い
つ
ま
で
続
く
入
学
児

え
雨
が
止
み
新
客
や
花
海
業

菜
種
梅
雨
庫
程
の
汁
釜
く
づ
れ
け
つ

浬
集
雪
禄
品
川
像
乏
を
く
し
け
ず
り

ど
の
顔
も
捨
て
る
に
惜
し
き
仔
猫
か
な

手
秤
に
あ
そ
ば
せ
て
買

7
種
生
美

納
屋
返
日
鼠
退
治
の
騒
ぎ
か
な

苗
木
買
う
歯
科
の
帰
り
の
気
晴
し
に

来
人
収
に
救
急
担
架
春
疾
風

蓬
摘
む
手
設
に
子
犬
入
れ
て
来
て

内
藤
ふ
く
次

中
i尺

薬
袋

井
上
ま
さ
江

磯
部

長
田
そ
の
子

輿
石
さ
だ
代

南
里子

雨
宮

イヂ
藤

小
沢
百
合
子

7可
田

塩
田

ヰし
孝

⑬ 平成45.1 

春
シエ

広報しようわ

信
与

好
子

麻
子

久
4え

静
イえ

ゆ
V
U
ふ
え

斗
，
守
，
1
q
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はるな

小林春菜ちゃん
• H3. 2. 22生(押越)

・(父)秀次・(田)左絵子

かいと

塩田海大くん
• H3. 1. 30生(西条新田)

・(父)喜夫・(白)さち

ミ畿道弘叫叫仇

親から一言 誕生日にラッパガ吹けるようlこ

なりましだ。すぐに新しい事を覚えてはみせ

てくれます。春に咲く菜の花のように強くや

さしい女の子になって欲しいと思います。 .-，

叫岨;協加7伽也知.叫d輔が守

親から一言一海大は水のある所ガ大好きで、

庭の池に石を投げだりドロンコで遊んだりと

洗濯機は一日中フル回転。「で、も達者ガ一番」

と舎日もママはフル回転。

医l五百メ|モ
*麻酔科医は
ピストルを持っている?

ぉ生光

山梨医科大学教授

麻酔科 熊漂

皆
さ
ん
は
麻
酔
科
医
と
は
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
?

私
が
麻
酔
科
に
勤
務
し
て
い
る
と
言

っ
た
ら
、

「
拳
銃
を
持

っ
て
い
る
ん
で
す

か
?
」
と
聞
か
れ
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
が
山
梨

に
転
任
し
て
き
た
一

O
年
前
に
比
べ
た

ら
、
麻
酔
科
医
の
仕
事
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
い
る
方
が
ず
い
ぶ
ん
増
え

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

麻
酔
科
医
の
主
な
仕
事
は
、
子
術
の

時
、
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
を
眼
ら

せ
て
、
痛
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
、
呼
吸
を
保
ち
、
心
臓
が
正
常
に

働
き
続
け
る
よ
う
見
張
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
手
術
が
終
わ
っ
た
ら
意
識
や
体
全

体
が
す
っ
か
り
元
に
戻
る
よ
う
に
患
者

さ
ん
の
体
の
番
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
心
電
図
の
見
張
り
ゃ
血
圧
を
測

る
こ
と
、
呼
吸
バ
ッ
ク
を
押
し
て
呼
吸

を
続
け
た
り
、
体
温
が
下
が
ら
な
い
よ

う
に
気
を
配
っ
た
り
、
限
っ
て
い
る
間

も
尿
が
途
絶
え
な
い
よ
う
に
、
ま
た
体

の
水
分
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
輸
液
を

続
け
た
り
、
出
血
が
多
い
時
に
は
輸
血

す
る
な
ど
、
数
多
く
の
こ
と
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

昔
は
、
七

O
歳
を
過
ぎ
た
ら
大
き
な

手
術
は
無
理
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
九

O
歳
を
過
ぎ
た
方
で
も
、
心

臓
や
肺
な
ど
体
の
具
合
の
悪
い
人
で
も
、

安
心
し
て
手
術
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
麻
酔
科
医
が
昔

に
比
べ
て
、
よ
り
良
い
仕
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

昔
に
比
べ
て
麻
酔
科
医
が
よ
り
良
い

仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
の

第
一
番
目
は
、

心
臓
や
肺
が
正
常
に
働

い
て
い
る
か
否
か
を
見
張
る
た
め
の
機

器
類
(
モ
ニ
タ
ー
)
の
発
達
の
お
か
げ

一
①
西
条
二
区
マ
込
山
雄
己
(
正

一
)

一
マ
樗
井
紫
帆
(
悟
)
マ
中
込
愛
子
(
裕
)

一
マ
坂
本
和
樹
(
一
久
)
マ
保
坂
航
介

一
(
孝
)
①
押
越
マ
中
村
大
輝
・
海
斗

一
(
友
幸
)
。
河
東
中
島
マ
加
賀
美

一
真
悟
(
悟
)
①
紙
漉
阿
原
マ
久
保

一
島
暢
俊
(
一
樹
)
①
築
地
新
居
マ

一
梶
原
大
地
(
利
保
)
①
河
西
マ
三

一
瓶
早
穂
里
(
栄

一
)
マ
青
木
賢
利
(
守
)

で
す
。
第
二
の
理
由
は
、
心
臓
の
働
き

を
強
め
た
り
、
興
奮
し
過
ぎ
た
心
臓
を

弱
め
た
り
、
血
管
を
締
め
た
り
緩
め
た

り
す
る
薬
を
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ

て
、
麻
酔
科
医
は
使
い
分
け
て
い
ま
す

が、

一副
作
用
の
少
な
く
、
使
い
や
す
く
、

良
く
効
く
薬
が
新
し
く
た
く
さ
ん
最
近

発
売
さ
れ
た
お
か
げ
で
す
。

麻
酔
科
医
は
患
者
さ
ん
が
手
術
さ
れ

限
っ
て
い
る
聞
に
、

一
生
懸
命
に
患
者

さ
ん
の
命
を
守
っ
て
働
い
て
い
る
の
で

す
。
麻
酔
科
医
は
ピ
ス
ト
ル
で
は
な
く
、

目
と
耳
と
子
で
患
者
さ
ん
を
守
っ
て
い

る
の
で
す
よ
。企

画
/
財
団
法
人

里
仁
会

①
上
河
東
ニ
区

マ
竹
野
香
絵
(
美
一

智
也
)
マ
五
味
玲
菜
(
史
雄
)
マ
矢
一

冨
貴
裕
(
裕
)-vご

結

婚

-v一

①
清
水
新
居

マ
小
林
英
樹
・
武
田
一

奈
美
マ
藤
巻
孝
・
鈴
木
員
弓
①
一

西
条
新
田
マ
塩
田
明
彦
・
広
瀬
し
一

げ
美
①
河
東
中
島
マ
坂
本
則
和
・
一

米
山
み
ゆ
き
。
築
地
新
居
マ
内
一

藤
哲
次
・
河
野
園
子
①
飯
喰

マ

・

斉
藤
克
司
・
小
野
都
①
上
河
東
一

マ
秋
山
直
樹
・
中
山
昌

美

一

3
2
yvt心

一

平
成
四
年
三
月
一
日

i
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
届
出
(
叡
柿
略
)

大

お
誕
生

大

(
)
内
は
保
護
者

平点4.5.1

⑨ 
お こ
申の ー
込コ
ゐ|
はナ

役で
場は
企

聖歳
J坊剛

議号
菌時 ゅうみ

?53 清水優美ちゃん
1套3 ・H3.5. 31生(上河東二区)

j計 ・ (父)康(回)典子 f 

ま言Z名前の由来一優しく美しく、そんな女の子!こ

で￥Eなってほしいという願いを込めて名付けまし

!!号きだ。ミツキーマウスとバナナガ大野きな優美、

‘すくすくと育ってね。
縦軸叫訴がゆ桝が

⑪広報しようわ



〕
⑮

川
川
》

川
》

〕川》
-
日
時
五
月
十
九
日
(
火
)

午
前
十
時
1
午
後
四
時

.
場
所
岡
島
「
ア
パ
ー
ト
・
八
階

-
相
談
内
容
交
通
事
故
損
害
賠
償
関

係
、
土
地
・
建
物
賃
貸
借
関
係
、
貸

金
・
売
買
代
金
・
手
形
関
係
、
相
続

財
産
・
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争
・
サ

ラ
金
の
返
済
関
係
、
そ
の
他

-
相
談
担
当
者
弁
護
士
・
調
停
委
員

・
主
催

山
梨
調
停
協
会

山
梨
県
弁
護
士
会

-
後
援
甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁

や
所

・
協
賛
法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部

.
お
問
合
せ
は
甲
府
家
庭
裁
判
所

事
務
局
(
告
白

1
1
1
3
1
)
ま
で

ぬ慰法
律
・
調
停
相
談
会

0
講
習
の
種
類

甲
種
防
火
管
理
者
講
習

O

日
時

①
六
月
十
五
日
(
月
)
・
十
六
日
(
火
)

②
六
月
十
八
日
(
木
)
・
十
九
日
(
金
)

午
前
九
時
1
午
後
五
時
ま
で

O
講
習
場
所

甲
府
地
区
消
防
本
部

三
階
講
堂

(
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
八
l

二
十
三
)

O
受
講
願
書
の
受
付

五
月
十
八
日
(
月
)
1
三
十
日
(
土
)

甲
府
地
区
消
防
本
部
・
指
導
広
報
課

(
8
n
l
1
1
9
0
)
 

※
願
書
は
消
防
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

防

火

管

理

者

資
格
付
与
講
習
会

町
民
の
方
な
ら
誰
で
も
ご
利
用
で
き

る
総
合
会
館
の
温
泉
が
、
お
年
寄
り
の

健
康
と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、

四
月

一
日
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
六
十
五
歳
以

上
の
方
に
は
、

「温
泉
利
用
証
明
書
」

を
郵
送
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用

の
際
に
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
温
泉
の
利
用
時
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

町

の

温

泉

が

は
ω

歳
以
上
の
、
万
は
無
料
に

-
月
曜
日
(
J
土
曜
日

午
前
十
時
j
午
後
四
時
ま
で

-
日
曜
日
(
第
二
、
四
日
曜
日
の
み
)

正
午
l
午
後
八
時
ま
で

・
夜
間
(
水
・
土
曜
日
の
み
)

午
後
五
時
1
午
後
八
時
ま
で

※
日
曜
日
と
夜
間
に
つ
い
て
は
、
現
金

を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、
回
数
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃
お
問
合
せ
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

(
雪
月

|
2
1
1
1
)

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は

障
害
者
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

O
講
習
期
間

入
門
講
習
(
三
週
間
)

と
応
用
講
習
(
一
週
間
)
希
望
者
の
み

O

開
催
回
数

年
八
回
開
催

O
講
習
場
所

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
湯
田
二
l

十
七
!
十
四

O
お
問
合
せ
先

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

(
宮
ロ

|
7
0
6
9
)
ま
で

|
|

障
害
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室

0

日
時
五
月
十
七
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
l
正
午
ま
で

O
会

場

町

総

合
会
館

0
内
容

演
芸
:
:
参
加
者
代
表
出
演

催
し
物
:
・
バ
ザ

l
(
青
果
・
遊
休
品
・

和
紙
工
芸・
リ
フ
ォ
ー
ム
・

抹
茶
コ
ー
ナ
ー
)

模
擬
庖
:
・焼
そ
ば

そ
の
他
:
・
昼
食
、
茶
菓
子
サ
ー
ビ
ス

福
引
な
ど

O

お
問
合
せ
町
社
会
福
祉
協
議
会

(
合
目

1
6
4
6
1
)
ま
で

一
日
く
つ
ろ
い
で
ね

福
祉
祭
ら
開
催

0
申
込
み
期
限

五
月
八
日
(
金
)

O
申
込
み
方
法
次
の
金
融
機
関
の
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
申
込
み
用

紙
に
記
入
の
上
、
年
間
受
講
料
四
千

円
を
添
え
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い

。

山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金
庫

・

甲
府
商
工
信
用
金
庫
・甲
斐
信
用
組
合

O

お
問
合
せ
山
の
都
大
学
事
務
局

(
合
お

1
5
4
2
3
)
ま
で

第
九
期
山
の
都
大
学
で
は
、
桂
歌
丸

氏
・
楼
井
良
子
氏
・
藤
本
義

一
氏
を
講

師
に
迎
え
本
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
内
容
の
濃
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も

八
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

*

*

*

 

品開

山
の
都
大
学

が

受
講
生
募
集

0
日

時

五

月

十
日
(
日
)

午
前
九
時
1
午
後
二
時

{
雨
天
の
場
合
は
五
月
十
七
日
(
日
)
}

O
会
場
遊
亀
公
園
(
遊
亀
動
物
園
)

O
参
加
対
象
者
幼
児

・
小
中
学
生
・

父
母
一
般
・
障
害
者

O
使
用
道
具
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
・
ク

レ
パ
ス
他
(
画
用
紙
は
当
日
配
布
)

・
優
秀
作
品
は
、
六
月
六
日
(
土
)
県
立

文
学
館
に
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。

山
の
都

調
子
ふ
れ
あ
い

写

生

会

町内交通事故 1

発生件数」

「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==3月 分 - -

|件数 |負傷 |死者 |
物損59件 |リ I " 1 

(+33) I ー | 一

入手日;*1(-5) I (::::0) 

()内は、前月比
(西条駐在所調べ)

0
工
賃
の
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
家
内

労
働
手
帳
」
を
、
委
託
者
か
ら
必
ず

J
U
ム
ノ
い
宇
品
・
し
ょ
、
っ
。

・
委
託
者
は
、
家
内
労
働
子
帳
を
必
ず

交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

0

.
仕
事
に
よ
っ
て
は
最
低
工
賃
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

O

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
L

な
ど
、

う
ま
す
ぎ
る
話
し
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

ご
用
心
を
。

O

ご
相
談
や
お
問
合
せ
は
山
梨
労
働
基

準
局
賃
金
課
(
岱
ロ
1
4
8
5
6
)
へ

家
内
労
働
(
内
職
)
お

の
み
な
さ
ん
へ

国保ミ二だより

町が医療機関などに支払った

2月介の医療費は、約3，035万8千

円です。 (前年同月比14，3%の増)

病気の予防は、早

P鳴 期発見、早期治療

e~~ ーすむや閉~ みな転院はつつし

C)~~ み、医療費を大切

¥/ー に使いましょう 。

広報しようわ 平点4.5.1 ⑫



保健 衛 生 だ よ り

由子手帳受付及び一般健康相談日手し 児 健 康 霊ロ安ジ〉 査

実施日 受付時間及び地区 号目玉プケく リニLゴ ノ1回し 場所

午後?時00分......1時30分 平成年月
立ih公仏、(押原地区 1 ~JJX: 3

5月12日|午後1時30分......2時00分 出 生児 メ口入

(火) I 常永地区) メ~

午後2時00分......2時30分 平成 3年 7月

(西条地区) 出 生 児
官官

実施日 受付時間及ぴ地区 さ民久一戸 リ三ヨt ノl自し 場所

午後T時00分......1時30分 平成 3年10月 ，ゐ、心公、
(押原地区)

5月15日 I午後2時00分......2時30分 出 生児 ρ口、

(金) I 常京地区) メヱ込エ

午後3時00分......3時30分 平成 4年 1月

(西条地区) 出 生 児
自官

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居 西条新田 | 
|押原地区 |押越河東中島紙 漉阿原 | 
|常永地区 |築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3 種混合予防接種

日 時 5月27日(水) 午後T時......2時

場 所総合会館

該当児
砂 I期・・・平成元年9月1日~平成2年 2月28日までの出生児。

砂II期・・・ I期 3回を完了して l年から 1年 6か月以内の人。

砂平成元年 3月l日~平成元年 8月31日までの出生児で未

接種の人。

持ち者母子手帳・問診票

〈注意事頂〉
O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温

は必ずはかつてくださし」

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

。、
iν
 O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださ~) 0 

〈つぎのような人は接種できません〉
① 発熱している人、または著しい栄養障害人。

② 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

③ はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後

1か月以内の人。

④ 1年以内にけし、れん、ひきつけを起こした人。

3 歳児健康診査

実施 日 5月8日(金)

受付時間午後T時......1時30分
場 所総合会館

該当児昭和63年 3月1日~昭和63年 4月30日までの出生

児、及ぴ前回未受診児。

持ち物母子手帳 ・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

日時 5月6日(水)・ 16日(土). 25日(月)午前9時......11時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊

娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行し、健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけください。

春期ポリオ生ワクチン投与

日時 5月刊日(木)午後T時......2時

場所総合会館

該当児

砂l回目…平成 3年 8月 1日~平成 4年 1月31日までの出

生児。

砂2回目…平成 3年 2月1日~平成 3年 7月31日までの出
F十 l日
三じ jし0

~平成 3 年 2 月 1 日以前に生れた子で 4 歳以下の未投与者。

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与・・・上記の実施日に投与できなかった幼児について

追加投与を 5月初日(劃午後T時......1時30分ま

で実施します。

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温

は必ずはかつてください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ
し、。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は投与できません〉

① 現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけし、れん、ひきつけを起こした人。

③ はしか(MMR)、BCG接種を受けてから 1か月以内の人。II

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

5 歳児健康診査

実施日 5月28日(木)

受付時間午後f時......1時30分
場 所総合会館

該当 者昭 和62年 2月 1日~昭和62年 4月30日までの出生

児。及ぴ前回未受診児。

持 ち 物 母 子 手 帳 ・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださし」

乳児整形外科検診

実施日 5月20日(水)

受性時間午後T時......1時30分
場 所総合会館

該当児 平成4年 1月 1日~平成4年 2月29日までの出生児。

持ち物母子手帳

飼えなくなつだ犬猫収集白

日時 5月8・29日(金)

午前10時50分......10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り主すをしてくだ‘さい。

⑬広報しようわ 平点4.5.1
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※収集日が祝日の場合は収集

業務はいたしませんので、

次回の収集日をご利用くだ

さし、。

※必ず町指定の収集袋または

荷札を使って出してくださ

※収集袋、荷札には必ず住所、

氏名を記入してください。

※収集日の当日午前8時30分
までに出してください。

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河 東

中阿新 一
越島原居喰西東区
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